
和光市部活動地域移行検討委員会

令和６年３月２５日（月）
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目的
和光市内に住む児童・生徒がスポーツ及び文
化芸術活動に継続して親しむことができる機
会を将来にわたり確保することを目指し、中
学校部活動の地域スポーツ団体活動、文化芸
術団体活動等への移行に向け、課題に総合的
に取り組む
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検討委員
氏 名役 職 名所属（団体名）

寄口 昌宏教育部長和光市教育委員会

朽木 亮会 長和光市スポーツ推進委員

新坂 頼子書記兼ソフトテニス連盟理事和光市スポーツ協会

冨澤 勝広本部長和光市スポーツ少年団

高野 靖子監 事和光市文化団体連合会

塚田 美穂事業係長和光市文化振興公社

齋藤 靖子副会長兼第五小PTA会長和光市PTA・保護者会連合会

佐藤 真二中学校校長会代表和光市小・中学校校長会

川端 雅人スポーツウェルネス学部教授立教大学

粕谷 宏美副学長兼教職課程主任兼特任教授東邦音楽大学 3



①部活動の地域移行について

令和４年 ６月 運動部活動の地域移行に関する
検討会議提言提出

令和４年１２月 学校部活動及び新たな地域クラブ
活動の在り方等に関する総合的な
ガイドライン策定
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なぜこの考えが生まれたのか

部活動が抱える課題

• ⼤会に出場できない、あるいは近い将来できなくなる
（少⼦化により既存の部活動の維持が難しい地域が多数存在）

• ⽣徒たちのやりたい活動内容があるとは限らない
（限定されたメニューからしか選択できない）

• 専⾨的な指導が受けられない
（専⾨性を持ち合わせない教員が顧問となってしまう）

教員が抱える課題

• 教員の超過勤務の実態（特に、⼟曜⽇、⽇曜⽇の部活動による拘束時間）
• 部活動における教員の専⾨性
• ⼀⽅で、教育の⼿段として部活動が機能してきた（⼈間関係の構築、⽣徒指導等）
• 教員の教育的アイデンティティとしての部活動の関係性（仕事とボランティア）
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②和光市の現状
１ 和光市の人口

令和５年９月４日

人口 ８３，６２９人

世帯 ４２，３７９世帯 （令和５年３月１日 ）

※昨年度比、３６８人増

令和５年度

小学生 ４，３８４名

中学生 １，８４４名 （令和５年３月１日）

※昨年度比、２８人増 16



２ 和光市の学校数

小学校 ９校

中学校 ３校

生徒数３年生２年生１年生

８１６２３７２９５２８４大和中学校

５２４１６４１７９１８１第二中学校

５０６１６４１７０１７２第三中学校
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３ 運動部活動について

運動部活動加入率
全体 ５６．１％

合計運動部

751305第三中286第二中446大和中

11839陸上競技79陸上競技

5536野球30野球19野球

5833バレーボール26バレーボール25バレーボール

7623サッカー51サッカー53サッカー

5023
バスケット

(男)
35

バスケット
(男)

27
バスケット

(男)

5425
バスケット

(女)
17

バスケット
(女)

29
バスケット

(女)
2626ソフトボール

16281ソフトテニス38ソフトテニス81ソフトテニス

13245卓球68卓球87卓球

2021剣道20剣道

部活動加入率
８６．９％

２６部活
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４ 文化部活動について
合計文化部

569139第三中161第二中269大和中

13243吹奏楽42吹奏楽47吹奏楽

14238美術43美術61美術

4613手芸33手芸

6325園芸38放送

909囲碁将棋26囲碁将棋55囲碁将棋

8436英語25英語23英語

1212
けやき
さくら

文化部活動加入率
全体 ３０．８％

部活動加入率
８６．９％

１７部活
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5 運動部活動について
（内訳）

女 子男 子大和中

計３年２年１年３年２年１年

798821111516陸上競技

19002476野球

256109000バレーボール

53000152018サッカー

5687148811バスケット

265156000ソフトボール

8114193171414ソフトテニス

8717919111912卓球

200311105剣道

女 子男 子第二中

合計３年２年１年３年２年１年

30141312野球

268126バレーボール

511131126サッカー

5255710916バスケット

3823510ソフトテニス

68110321267卓球

21160365剣道

女 子男 子第三中

合計３年２年１年３年２年１年

394158912陸上競技

3617712野球

3314145バレーボール

231175サッカー

481366797バスケット

8161020171612ソフトテニス

4590361710卓球 20



６ 部活動の地域移行について（令和４年度の動き）

令和４年 ６月 運動部活動の地域移行に関する検討会議提言提出

令和４年 ８月 和光市部活動の地域移行に関する検討委員会設置要綱 施行

同月 アンケート作成

令和４年１２月 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン策定

令和５年 １月 アンケート修正し、調査を実施
（対象：小学校5･6年児童･保護者，中学校1･2年生徒・保護者，教職員）
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７ アンケート内容（概要）

児童
①中学校で部活に入りたいか
②入りたくない理由
③どんな種目をやりたいか
④自分のやりたい種目が地域に
しかない場合は、加入するか

⑤加入しないを選んだ理由

保護者（小）
①地域クラブを希望した場合、どちら
を選択させるか

②回答理由
③部活動を地域クラブが担うことに
ついてどう思うか

④ ③について期待されること
⑤受益者負担で支払ってもよい金額
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７（２） アンケート内容（概要）
生徒
①所属状況
②所属していない理由
③学校部活動と同様の活動がで
きる地域クラブがあった場合、
加入したいか

④考えの理由
⑤地域クラブチームで活動する
理由

⑥部活動の地域移行したときに
心配なこと

保護者（中）
①所属状況
②所属していない理由（記述）
③地域クラブを希望した場合、どう
思うか

④考えの理由
⑤地域クラブチームでよかったこと
⑥地域クラブチームで課題に感じたこと
⑦月ごとに支払っている会費額
⑧部活動を地域クラブが担うことに
ついてどう思うか

⑨ ⑧について期待されること
⑩ ⑧について心配されること
⑪ 受益者負担で支払ってもよい金額23



pc 関連のクラブeスポーツ陸上

プログラミングダンスバスケ

軽音楽弦楽器(ギター等々…)吹奏楽

ソフトテニス硬式テニスサッカー

バトミントンバスケットバール美術

ハンドボールバレーボール卓球

弓道漫画研究部剣道

合唱クイズ研究囲碁将棋

手芸水泳

○やってみたい部活動（中学生）
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ダンス･チアダンスバドミントン

硬式テニス部水泳部

弓道空手

体操、新体操柔道部

ドッチボール釣り部

ラクロス部ボクシング

ハンドボールソフトバレー

ゴルフ女子サッカー

フットサル

ゲーム研究軽音楽料理、調理部

舞台技術映像デザイン和太鼓園芸部

アフレコ工作理科、生物部

古典イラスト科学,化学,物理学

百人一首漫画研究部天文学部

落語研究会写真華道、花道

物語考察部美容系茶道

競技かるた数学部書道

読書部演劇歴史

文芸パソコン地歴部

鉄道研究部プログラミング地震学関連

クイズ研究タイピング模擬国連部

ドミノ倒し動画制作弦楽部

○やってみたい部活動
（小学生）
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８ アンケート結果について（生徒や保護者が不安に思うこと）

費 用：受益者負担の増加
時 間：移動時間
指導者：指導方針，行き過ぎた指導にならないか
安 全：自転車移動や通学路以外の道を通ること，

見届け（帰宅）
学習との両立：テスト週間との兼ね合い
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時間外在校等時間の比較

Ｒ５ ４月～１２月

中学校小学校

４５．５４２６．２５
※平均時間

夏季休業（８月）
中学校小学校

１８．１８６．１６

中学校 平日・休日比較

休日平日

１７：０１３５．４９

平日の部活動を含む
時期により下校時間は変動
夏季１８：００～１８：１５
冬季１７：１５～１７：３０
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９ 部活動の現状について（考察・検討事項）

① ⼤会に出場できない、あるいは近い将来できなくなるといった
課題には現段階では、直面していない

② 「⽣徒たちのやりたい活動内容があるとは限らない」ことや
「専⾨的な指導が受けられない」といった課題はある

③ 教員の超過勤務の実態を見ると、土日が多いことは課題

検討事項

部活動の未来

・受け皿

・安全上の問題

・経済負担
28
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今後の方向性
～令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和１０年

国

県

和
光
市

改革推進期間

ガイド
ライン
改定

実証事業の実施・検証
休日について段階的な地域連
携・地域移行を進める

進捗状況の評価・分析
休日の地域移行について、地域の
実情等に応じて早期の実現を目指す

活動環境整備期間

休日のクラブ活動の実証事業、活動環境の整備

活動環境定着期間

休日のクラブ活動を段階的に拡大、定着

和光市部活動
地域移行検討委員会

年間２～３回程度実施。関係者で総合的な内容を熟議

休
日
の
部
活
動
を
可
能
な
限
り
地
域
へ
移
行
す
る

・
生
徒
は
希
望
す
る
活
動
を
選
択
で
き
る

・
希
望
す
る
教
員
は
兼
職･

兼
業
に
よ
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

ガイドラインの見直し

指導者の確保･関係課･関係団体等との連携 実証事業の実施・検証

新規クラブ活動等、移行できる活動は移行する 30



今年度の予定

内 容時 期

・自己紹介
・国の動向，市の状況令和６年３月２５日第１回検討委員会

・市としての課題
・部活動の在り方の検討令和６年６月～７月第２回検討委員会

・部活動地域移行方針(案)の検討令和６年１０月～１１月第３回検討委員会

・部活動地域移行方針の決定令和７年１～２月第４回検討委員会

※Ｒ７は、移行方針のもと、できるところから移行させていく（試行的） 31



部活動の未来

・受け皿

・安全上の問題

・経済負担

検討事項
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